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　市では、地球温暖化防止対策に率先して取り組んでいます。本計画（第５期計画）では、基準年度を平成 25 年
度として、令和７年度までに二酸化炭素排出量を 15％削減することを目標としています。令和３年度の取り組
み結果は次のとおりです。今後も目標達成に向けて積極的な取り組みを実施していきます。

項目 基準年度値（a）
目標 結果

目標値 増減率 Ｒ３実績値（b） 比較（b/a-1）

二酸化炭素排出量 10,157 t 8,633 t -15 % 7,891 t -22.3 %

電力使用量 13,571,000 kWh 12,756,740 kWh -6 % 12,981,700 kWh -4.3 %

庁舎燃料使用量（原油換算値） 801,000 L 736,920 L -8 % 737,965 L -7.9%

車両燃料使用量（原油換算値） 406,000 L 369,460 L -9 % 332,612 L -18.1 %

用紙使用量 15,208,000 枚 11,406,000 枚 -25 % 12,900,709 枚 -15.2 %

水道使用量（※１） 162,000 ㎥ 162,000 ㎥ 基準年度以下にする
172,328 ㎥ 6.4 %

104,968 ㎥ -35.2 %

廃棄物量 183,000 kg 172,569 kg -5.7 % 151,921 kg -17.0 %

リサイクル率（※２） 18.5 % 34.5 %

グリーン購入率（※３） 100 % 98 % 　

　生活環境課　　２階　　（２３）８７７５本

大田原市役所地球温暖化防止実行計画（事務事業編）取組結果
令和３年度

※１　Ｒ３実測値の上段は市有施設全体での数値、下段は指定管理等施設の使用量を除いた数値
　　　また、基準年度値は指定管理等施設の使用量を含まない
※２　リサイクル率 ＝ 資源ごみの量 ÷ ごみ全体量
※３　「大田原市役所グリーン購入基本方針」で定める物品（環境への負荷ができるだけ少ないもの）などの購入

割合で、
　　　グリーン購入率 ＝ 環境配慮物品調達額 ÷ 年間総調達額

夏に気を付けたい子どもの感染症 問健康政策課　本３階　　（２３）８９７５本
夏季に流行します

　感染症予防の基本は、手洗い、うがい、栄養・睡眠をとることです。症状が見られるときは、早めに医療機
関を受診してください。

病名 潜伏期間 症状 予防対策

咽頭結膜熱
（プール熱） ５～７日

・38℃～ 39℃の発熱
・のどの痛み、結膜炎など
・プールの水を介して流行することがある

ことから「プール熱」とも呼ばれている

・手洗い、うがいをしましょう。
・プールの後はシャワーを浴び、うがい

をしましょう。
・タオルやハンカチの貸し借りは避けま

しょう。

ヘルパン
ギーナ ２～４日

・突然の38℃～40℃の発熱
・のどの痛み、口の中に小さな水疱、ただれ
・痛みによる不機嫌や食欲不振
・ごく稀に髄膜炎などを起こすことがある

・手洗い、うがいをしましょう。
　特に、おむつ交換など便を扱った場

合は入念な手洗いが必要です。
・タオルやハンカチの貸し借りは避け

ましょう。
・脱水を防ぐため、水分を十分に補給

しましょう。
手足口病 ３～５日 ・手、足、口の中に小さな水疱ができる

・軽度の発熱（罹患者の３分の１）

（参考）国立感染症研究所ホームページ、厚生労働省ホームページ、栃木県ホームページ
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　事前に募集した自由題の部には、全国各地の 511 名
から 2,033 句の応募があり、大会当日の席題の部には、

「螢」「青葉」「 蟇
ひきがえる

」という席題のもと、109 名が投句し
ました。
　選者には、本市ゆかりの黒田 杏子 先生をはじめ各方
面でご活躍中の５名の先生方をお招きして選句をして

いただきました。
　また、群馬県立女子大学教授の安保 博史 先生によ
る講演会「『おくのほそ道』と東下り」が開催されまし
た。
　今回入賞した作品と作者は次のとおりです。（推薦・
特選のみ、敬称略）

黒羽芭蕉の里全国俳句大会（結果）
第 33回 　黒羽芭蕉の里全国俳句大会事務局（文化振興課内）

　４階　　（２３）３１２９本
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